
秋
田
県
公
文
書
館
で
は
来
る
八
月
二
十
五
日
（
金
）
か
ら
、
企
画
展
「
秋
田
藩
の
海

防
警
備
展
」
を
開
催
し
ま
す
。
文
化
四
年
（
一
八
〇
七
）
の
箱
館
出
兵
、
安
政
年
間
の

蝦
夷
地
警
備
、
領
内
で
の
台
場
築
造
等
に
関
す
る
絵
図
や
古
文
書
の
他
、
嘉
永
二
〜
四

年
（
一
八
四
九
〜
五
一
）
に
作
成
し
た
巨
大
な
「
海
岸
絵
図
」
を
展
示
し
ま
す
。

こ
の
展
示
で
紹
介
す
る
絵
図
や
古
文
書
は
、
江
戸
時
代
の
後
期
、
ロ
シ
ア
の
蝦
夷
地

進
出
に
危
機
感
を
募
ら
せ
た
幕
府
が
、
秋
田
藩
に
対
ロ
シ
ア
戦
の
先
兵
を
命
じ
、
そ
れ

に
従
事
し
た
秋
田
藩
の
歴
史
を
物
語
る
も
の
で
す
。

天
下
泰
平
を
揺
る
が
す
ロ
シ
ア
の
脅
威
を
感
じ
た
秋
田
の
侍
が
、
何
を
思
い
津
軽
海

峡
を
渡
り
、
北
の
海
の
守
り
に
就
い
た
の
か
？

ロ
シ
ア
船
の
進
攻
に
対
抗
す
べ
く
秋
田
藩
が
領
内
に
築
造
し
た
台
場
（
砲
台
）
は
ど

の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
の
か
？

そ
し
て
藩
当
局
は
海
防
警
備
に
ど
の
よ
う
な
ビ
ジ
ョ
ン
を
持
っ
て
い
た
の
か
？

こ
う
し
た
問
題
意
識
を
思
い
描
く
こ
と
の
で
き
る
展
示
を
目
指
し
ま
す
。

ど
う
ぞ
お
楽
し
み
に
！

期

間

前
期
展
示

八
月
二
十
五
日
（
金
）
〜
九
月
十
九
日
（
火
）

後
期
展
示

十
月
二
十
四
日
（
火
）
〜
十
一
月
十
二
日
（
日
）

、

。

＊

前
期
展
示
と
後
期
展
示
は

展
示
す
る
史
料
が
異
な
り
ま
す

お
見
の
が
し
な
い
よ
う
御
注
意
く
だ
さ
い
。

時

間

午
前
十
時
〜
午
後
五
時

場

所

二
階
特
別
展
示
室

展
示
報
告
会

第
一
回
歴
史
講
座
「
秋
田
藩
の
海
防
警
備
展
」
を
語
る

九
月
九
日
（
土
）
午
後
一
時
半
〜
三
時

＊

応
募
方
法
は
講
座
案
内
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
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企画展「秋田藩の海防警備展」開催迫る
「

」（

）

▲

海
岸
絵
図

県
Ｃ
ー
５
９
８

縦
二
㍍
・
横
五
㍍
の
巨
大
な
絵

図
で
す
。
ま
さ
に
圧
巻
！

「 」（ ）▲ 山本郡八森村絵図 県 C-132

「男鹿半嶋図 （地 ）

▲

」 7
幅４㍍の絵巻です。見応え十分！



古
文
書
こ
ぼ
れ
話

湊
騒
擾
の
カ
ギ
を
握
る
の
は
「
鍵
」
か

「
巳
年
の
ケ
カ
チ
」
の
年
で
あ
る
天
保
四
年
（
一
八

三
三

土
崎
湊
で
初
の
本
格
的
な
都
市
騒
擾
で
あ
る

湊

）
、

「

騒
擾
」
が
起
き
ま
し
た
。
湊
騒
擾
の
様
子
は
藩
御
用
聞

町
人
で
廻
船
問
屋
の
間
杉
辰
良
に
よ
る
「
天
保
録

、
町

」

奉
行
橋
本
秀
美
が
記
す
「
八
丁
夜
話

、
大
番
頭
黒
沢
道

」

興
の
「
大
御
番
勤
中
日
記

、
明
徳
館
文
学
に
よ
る
「
御

」

学
館
文
学
日
記
」
等
か
ら
分
か
り
ま
す
が
、
そ
れ
ぞ
れ

の
立
場
に
よ
り
事
実
認
識
が
異
な
り
ま
す

黒
沢
は

米

。

「

食
ら
い
」
す
る
暴
徒
と
記
し
、
橋
本
は
「
統
制
の
と
れ

た
不
気
味
な
騒
擾
」
と
記
し
て
興
味
を
そ
そ
り
ま
す
。

こ
の
騒
擾
は
、
五
、
六
百
人
の
御
高
方
仲
仕
が
豪
家

の
米
改
め
を
行
う
こ
と
か
ら
始
ま
り
、
最
終
的
に
千
五

百
人
に
増
え
た
人
た
ち
が
貯
蔵
米
の
帳
付
け
を
行
い
ま

し
た
。
そ
の
目
的
は
豪
家
の
貯
蔵
米
を
低
廉
な
価
格
で

販
売
さ
せ
る
こ
と
に
あ
り
ま
し
た
。

し
か
し
私
た
ち
が
イ
メ
ー
ジ
す
る
百
姓
一
揆
や
打
ち

毀
し
と
は
異
な
り
、
湊
騒
擾
で
は
町
人
が
打
ち
毀
し
の

武
器
を
一
切
持
た
ず
、
米
改
め
に
使
う
「
鍵
」
の
み
を

持
っ
て
い
た
の
で
す
。
実
は
こ
の
「
鍵
」
こ
そ
が
湊
騒

擾
の
特
質
を
読
み
解
く
カ
ギ
な
の
で
す
。

。

（

）

さ
て
真
相
如
何
…

渡
部
紘
一
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「久保田城下百物語 （ ）の作者や作成年代は不明です。」 A388-1

暑い夏に秋田藩士が寄り集まって怪談話に興じるシーンからこの物語は始まり、最後に怪談話に登

場した幽霊・妖怪が秋田藩士を襲いかかろうと気炎を上げるシーンで終わっています。

これを見ると、たとえ冷房の設定温度が高くても十分背筋が涼しくなります。確実です。

暑い夏に怪談話をどうぞー「久保田城下百物語」ー




